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母島 大関文庫を用いた父島の降水量の復元 

－ Kanno & Matsuyama （2021） の舞台裏－

� 松山　　洋（東京都立大学 都市環境科学研究科）

要　　　約

Kanno & Matsuyama （2021） の研究経緯について、その端緒から結末まで詳しく述べた。

この英語論文では、母島の村民会館にある大関文庫を用いて、中央気象台父島測候所が設

立された 1906 年以前の父島（大村）における降水量を推定した。当時の気象観測は扇浦で

行なわれていたため、まず、扇浦浄水場と気象庁父島気象観測所の季節降水量（4 ～ 7 月、

8 ～ 11 月、12 ～ 3 月）の関係を求めた。次に、大関文庫中の記録から 1906 年以前の大村

の季節降水量を推定したところ、19 世紀末は降水量が少なかったことが分かった。従来の

研究では、第二次世界大戦以降の年降水量が戦前より少なくなっていることが指摘されて

いたが、これは単調的な変化ではなく、100 年スケールで降水量が変動している可能性が

示唆された。

Ⅰ．はじめに : 大関文庫との出会い
　2017 年 3 月に初めて行った小笠原は、「37 年ぶりの大渇水」の真っ只中であった（松山、

2018a）。渇水は 2017 年 5 月末には解消され、翌 2018 年は通常の状態であった。筆者は、

通常の状態（特に、父島の水がめである時雨ダム）をどうしても見てみたいと思い、2018

年 2 月に小笠原を再訪した。この時には母島にも行った（松山、2018b）。2017 年 3 月に小

笠原ビジターセンター裏の砂浜で見た、ははじま丸（接続便）の出港シーンが何とも眩し

く、脳裏に焼き付いて離れなかったのである。

　人が暮らしているところには、多くの場合郵便局がある。2018 年 2 月の小笠原再訪の目

的は、松山（2018a）の紹介を父島と母島の両方で行なうことであったが、母島行きのもう

一つの目的として「母島簡易郵便局で貯金する」というのがあった（図 1）。平日の 9:00 ～

16:00 に、これまで立ち寄ったことのない郵便局を見かけた場合、筆者はよほどのことがな

い限り 100 円貯金している（図 1）。普通は 100 円貯金して終わりだが、母島の場合、同じ

ような趣味の持ち主がよく訪れるのだろう。複数の局名印が用意されており、この時は

400 円貯金している（図 1）。
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　母島では、小笠原環境計画研究所の庄子恭平さんと葉山佳代さんのお世話になった。庄

子さんは、昔の（2004 年度以前の）東京都立大学理学部生物学科の卒業生で、学生時代に

は小笠原をフィールドにしていた（庄子・渡辺、2004）。2017 年 10 月から母島で暮らし始

めたとのことで、2018 年 2 月には軽トラで母島のあちこちに連れていっていただいた。そ

して、講演も含めた 1 泊 2 日の母島滞在も終わりに近づき、「母島簡易郵便局で貯金もした

し、もう母島に来ることはないだろうなあ」と思っていた時に、庄子さんに村民会館を案

内していただいたのである。

　そこには大関文庫があった（図 2）。パラパラめくってみると、最も古いものは 1881 年

10 月のようである（図 3）。小笠原の気候変動は吉田ほか（2006）や吉田・飯島（2009）に

図 1　筆者のゆうちょ銀行総合口座通帳の一部

図 2　母島の村民会館にある大関文庫
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よって研究されており、父島では、20 世紀を通じて年平均気温は上昇傾向にあること、戦

前に比べて戦後の年降水量が少なく、暖候期の乾燥化傾向が顕著になっていることが明ら

かにされている。しかしながら、この研究は中央気象台父島測候所が大村に設置された

1907 年以降のデータ解析である。1906 年以前の気象観測記録が古文書から復元できるとす

れば、小笠原の気候変動について何か新たな知見が得られるかもしれない。

　と、考えたものの、ははじま丸の出港まであと 1 時間を切っていた。とても図 2 の大関

文庫の全てを精査している時間はない。そのため、2018 年 2 月には、後ろ髪を引かれる思

いで、泣く泣く母島を後にしたのであった。

Ⅱ．大関文庫のデジタル化（2018 年 8 月）
　捲土重来ということで、2018 年 8 月に再び母島を訪問した。しかしながら、今回も一航

海の時間しかない。母島滞在の 4 日間、朝から晩まで村民会館に通って大関文庫全てに目

を通し（図 4）、しかも必要な情報をデジタル化しなければならない。コピー機は自由に使

える環境にないので、スマートフォンで必要なページの写真を撮り（バックアップ用）、

Excel にデータを入力していった。結局、母島滞在中には入力は終わらず、スマートフォ

ンで撮影した画像を PC に転送したものを見ながら、帰りのおがさわら丸の中で入力が完

了した。

図 3　大関文庫の一例（東京府庶務課、1882a）
Kanno & Matsuyama （2021） の Fig. 2。太枠で囲った部分に、日付、天気と気温が記録されている。
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図 4　大関文庫目録
2021 年 8 月に母島の村民会館を訪れた時には、この目録は品切れであった。
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図 4（続き）



― 50 ―

東京都立大学　小笠原研究年報　第 45 号　2022

図 4（続き）
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　この時にデータ化したもののうち、Kanno & Matsuyama （2021） で使用したものを表 1

に記す。父島測候所は 1906 年 4 月に大村に設立され（倉田、1983）、1906 年 6 月から観測

を始めた。表 1 に示したデータを用いると、父島におけるそれ以前の降水量を復元するこ

とができる。ただし、倉田（1983）によれば、19 世紀末の観測は扇浦にあった内務省出張

所で行なわれていたようなので、扇浦の気象データを大村のそれとそのまま接続すること

はできない。

　このような問題もあり、デジタル化したのはよいものの、解析に全然着手できない状態

が続いていた。そんな時、2019 年 3 月に父島に行った際、日本島嶼学会と首都大学東京

（当時）小笠原研究委員会の共催による公開ミニシンポジウム「小笠原の自然と文化と歴

史：研究者に期待されること」（可知、2019）で発表する機会をいただいた（松山、2019）。

発表の中で大関文庫の話もしたところ、発表後に小笠原村役場建設水道課の方とお話しす

る機会があり、扇浦浄水場で降水量を観測していること、大村よりも扇浦の方が降水量は

大きめに観測されることを教えていただいた。そして、扇浦浄水場の降水量データと父島

の水道用ダムの貯水率のデータを、提供していただけることになったのである。これらの

貴重なデータは、Kanno & Matsuyama （2021） だけでなく、松山（2021）、三好・松山

（2022）でも有効に使わせていただいた。

　なお、公開ミニシンポジウムの発表者でもあった延島冬生さん（父島在住）からは、表

1 に挙げた小笠原嶋日誌は、東京都公文書館で閲覧できることを教えていただいた。なん

と、東京都公文書館は 2019 年 3 月現在、世田谷区の旧玉川高校にあった（2020 年 4 月 1

日に国分寺市に移転）。筆者は、同じ世田谷区内に住んでおり、何しに母島まで行ったの

か、愕然となったのは言うまでもない。

表 1　Kanno & Matsuyama （2021） で用いた大関文庫中の気象観測データ諸元
Kanno & Matsuyama （2021） の Table 1 を元に作成。

古文書名 出典 期間 観測項目 観測時刻
小笠原嶋日誌 東京府庶務課（1882a） 1881 年 10 月 25 日～ 1881 年 12 月 31 日 天気と気温 1 日 1 回（時刻不明）
　 東京府庶務課（1882a, b） 1882 年 1 月 1 日～ 1882 年 2 月 9 日 注 1) 毎日 9:30 
　 東京府庶務課（1882b-1883b） 1882 年 2 月 10 日～ 1883 年 5 月 18 日 注 1) 毎日 9:30 と 15:30
　 東京府庶務課（1883b, 1884a） 1883 年 5 月 19 日～ 1883 年 11 月 8 日 注 1) 毎日 9:30 と 15:30
　 東京府庶務課（1884b-1886） 1884 年 3 月 8 日～ 1885 年 11 月 5 日 天気 1 日 1 回（時刻不明）
小笠原島志 全 東京 山方（1906） 1902 年 1 月～ 1904 年 12 月 降水量 月平均値
小笠原島島勢一班 第三回 小笠原島庁（1914） 1906 年 1 月～ 1908 年 12 月 降水量 月平均値
1）風向、風速、乾球温度、湿球温度、最高気温、最低気温、地上気温、降水量、天気
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Ⅲ．Kanno & Matsuyama （2021） の解析結果が出るまで
　扇浦と大村の降水量の違いの問題は解決できる目途が立ったものの、いかんせん筆者は

忙しくて自分で手を動かしている時間がない。そんな 2019 年 5 月に、スイス工科大学の大

村 纂教授が来日し、首都大学東京（当時）地理学教室の研究交流会で講演された。講演会

には学外からも多くの参加者があり、その中の一人に菅野洋光さん（農研機構 農業環境研

究部門）がいらっしゃった。菅野さんは筆者よりも少し年輩の研究者で、30 年近くの付き

合いである。

　講演会の後は立食パーティとなり、その際に、菅野さんから共同研究の打診を受けた。

「いいですよ。小笠原の研究はどうですか？」と言ったところ、二つ返事で話はまとまっ

た。菅野さんは東京都立大学理学部地理学教室の気候学研究室出身で、学生時代には小笠

原で気象観測の経験もある（田上・菅野、1988; 田上ほか、1987、1990、1991）。このうえ

ないパートナーである。ちょうどこの頃、『世界自然遺産 小笠原諸島－自然と歴史文化－』

（東京都立大学小笠原研究委員会、2021）の出版計画があり、「松山さんは、気候と水の両

方、刷り上がり 20 ページ分を書いてね」という無茶なリクエストが来ていたので、早速、

気候の部分は菅野さんに書いていただくことにした（菅野、2021）。

　話を大関文庫に戻すと、仮に 1906 年以前の父島の降水量を古文書から復元しても、独立

したデータでその妥当性を検証しなければ論文にはならない。そんな時、日本地理学会発

表要旨集を見ていたら、平野・三上（2020）という発表が目に留まった。曰く、20 世紀再

解析プロジェクトなるものが行なわれていて、地上気圧観測値のみを気候モデルに同化さ

せた全球の大気再解析プロダクトが 1836 年以降利用できるという（Silvinski et al., 2019）。

　「これだ！」と思って飛びついた。自分で手を動かしている時間はないので、本研究に関

する研究費が取れる前であったが、「公表する時は菅野さんが筆頭著者で結構ですから」と

言って、菅野さんに解析をお願いした。具体的には、以下のことをやっていただいた（5. と

6. は筆者自身が行なった）。

1．�小笠原村役場建設水道課から提供していただいた 1980 年 4 月～ 2020 年 3 月の扇浦浄水

場の月降水量、および Maejima & Oka （1980） に掲載されている 1975 年以降の扇浦浄

水場の月降水量を用いて、1975 ～ 2020 年における父島気象観測所（大村）の降水量

（気象庁、2021）との関係を調べた。解析結果に基づき、扇浦の降水量から大村の降水

量を推定する回帰式を作った。

2．�表 1 の古文書のうち、降水量観測値があるもの（山方、1906；小笠原島庁、1914）につ

いてデータをまとめた。
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3．�天気記録と降水量の両方の記録があるもの（東京府庶務課、1882a-1884a）については、

扇浦における毎月の降水率（ある月の降水日数／その月の天気記録がある日数）と月降

水量との関係を求めた。降水量の観測値が記録されている場合には、それを利用した。

4．�3. で求めた、扇浦における月降水率と月降水量の関係に基づき、天気記録しかない期間

の月降水量を求めた（東京府庶務課、1882a、1884b-1886）。

5．�1. ～ 4. に基づいて、扇浦の降水量から大村の降水量を推定し、1906 年 7 月以降の中央

気象台父島測候所～気象庁父島気象観測所のデータに接続した。この解析では回帰式が

2 回出てくるので（上述した 1. と 4.）、回帰に伴う誤差の伝播（岩井・石黒、1970）に

ついても考慮した。

6．�以 上 の 手 続 き で 得 ら れ た 1881 年 以 降 の 降 水 量 デ ー タ が 不 均 質 で な い こ と を、

Wijngaard et al. （2003） の方法を用いて確認した。

7．�1881 年以降の降水量の長期変動を、Silvinski et al. （2019） による父島付近の地上気圧

の長期変動と比較した。

　このように、作業をリストアップして解析に取りかかったのはよいものの、思い通りに

いかないのが研究である。まず、扇浦浄水場と父島気象観測所（大村）の降水量の散布図

を図 5 に記す。両者の対応関係はよいが、4 ヶ月ごとの集計値になっているのは、次の段

落で述べる 3. の作業との関係による。図 5 の回帰式によると傾きは 0.85 であり、x = 

0.85x + 24.9 という方程式を解くと、4 ヶ月間の降水量が 166 mm よりも大きい範囲では、

大村よりも扇浦の方が降水量は大きくなる。これは、小笠原村役場建設水道課でおうかが

いした話（扇浦の方が大村よりも降水量が多い傾向がある）と合致する。

　3. について、当初は月ごとに降水率と月降水量の関係を求めたが、きれいな相関関係が

得られなかった（図 6a）。菅野さんが試行錯誤して下さった結果、12 ～ 3 月、4 ～ 7 月、8

～ 11 月の 4 ヶ月ごとに集計すると、データ数は減るもののうまくいくことが分かった（図

6b）。小笠原では、4 ～ 7 月はいわゆる梅雨に相当する雨季を含む期間（前島・岡、1979）、

8 ～ 11 月は台風による降水が多くを占める期間（フローレス・松山、2021）、12 ～ 3 月は

降水量が比較的少ない期間であり、この区分だと降水をもたらす要因との対応関係もよい。

　図 5、あるいは図 5 と図 6（b） の組み合わせによって求めた、大村の降水量の時系列を

図 7 に示す。この図より、どの季節についても 1906 年以前の降水量は、推定誤差を考慮し

ても、1907 ～ 1944 年の降水量よりも少なめであることが分かる。これに対して、実線で

示した 27°N、142°E の気圧（父島に最も近い格子点、Silvinski et al., 2019）は 19 世紀末か

ら 20 世紀初めにかけて相対的に高くなっていることが分かる。この傾向は特に図 7（a）



― 54 ―

東京都立大学　小笠原研究年報　第 45 号　2022

図 5　扇浦浄水場と父島気象観測所における 4 ヶ月ごとの降水量の散布図（1975 ～ 2020 年）
Kanno & Matsuyama （2021） の Fig. 3（c）. r は相関係数、SE は標準誤差。

図 6（a）�小笠原嶋日誌（東京府庶務課、1882a-1884a）から求めた、扇浦における毎月の降
水率と降水量との関係。（b）（a） と同じ。ただし、4 ヶ月ごと（12 ～ 3 月、4 ～7 月、
8 ～ 11月）の集計値。

それぞれ、Kanno & Matsuyama （2021） の Fig. 3（a）と 3（b）. r は相関係数、SE は標準誤差。
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AMJJ（4 ～ 7 月）と図 7（b）ASON（8 ～ 11 月）に顕著である。つまり、1907 年の父島

測候所設立以降の降水量データの解析では、戦前に比べて戦後は降水量が少なくなってき

ていることが指摘されていたが（吉田ほか、2006）、これは単調な変化ではなく、図 7 から

は 100 年スケールで降水量が増減している可能性が示された。

　2021 年 2 月末に母島を訪問した時に、これまでに得られた解析結果に関する話を庄子さ

んにした。ちょうど 1 か月後の 3 月末に、日本地理学会春季学術大会で発表する予定だっ

たので（菅野・松山、2021）、話を聞いてもらったのである。この時庄子さんからいただい

た、「戦前から戦後にかけて降水量が単調に減少しているのではなく、100 年スケールで降

水量が増減している可能性があるという知見は、生態的なことを考えるうえでも大変参考

になります」というコメントには勇気づけられた。降水量の変動という基礎的な解析は、

他分野にとっても重要であることを再確認した。

　

図 7　4 ヶ月ごとに求めた 19 世紀後半以降の大村における降水量の時系列
Kanno & Matsuyama （2021） の Fig. 6. （a）4 ～ 7 月、（b）8 ～ 11 月、（c）12 ～ 3 月。棒グラフは降水量
であり、1906 年以前の推定値には推定誤差（エラーバー）も示した。細線は Silvinski et al. （2019） によ
る気圧（父島に最も近い格子点である 27°N, 142°E の値）であり、太線はその 5 年移動平均である。〇は、
父島測候所または父島気象観測所における気圧の観測値である。
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Ⅳ．論文投稿から受理に至るまで
　2021 年 4 月に、日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（B）「気象データと古文書の

分析に基づく小笠原諸島 父島・母島の気候変動の復元」（研究代表者 : 松山 洋）が採択さ

れた。これで当面、研究費の心配はなくなった。19 世紀の北太平洋における気象データを

解析した事例は、管見の限り見当たらなかったので、早速、4 月上旬にこの論文をアメリ

カ地球物理学会誌 Geophysical Research Letters（GRL）に投稿した。

　ゴールデンウィークが明けた頃、「解析に用いたデータを全て公開して下さい」という連

絡があった。約 1 ヶ月間経過したが、論文の審査は始まっていなかったようである。小笠

原村役場建設水道課から提供された扇浦浄水場の降水量データと父島の水道用ダムの貯水

率のデータは、「松山が研究で使うのならば」という制限付きで提供していただいたもので

あり、広く世界には公開できない。結局 GRL への投稿は取り下げることになり、この 1 ヶ

月間は全くの無駄になった。

　再投稿先は日本気象学会誌 SOLA（Scientific Online Letters on the Atmosphere）であ

る。5 月上旬に投稿したところ、6 月上旬には審査結果が戻ってきた。結果は不採択であっ

た。曰く、「（1）19 世紀の北太平洋における気象データを解析した事例はある。（2）

Silvinski et al. （2019） の気圧は必ずしも信頼できるとは言えない。この検証が必要である。」

とのことであった。

　結果は不採択だが、修正して再投稿するしかない。研究は公表しなければ意味がないの

である（泉・松山、2017）。努力を免罪符にしてはいけないし、論文を書かなければ、他人

にとってその人は何もやっていないのと同じなのである。査読者に教えてもらった先行研

究を筆者が読み、19 世紀中から気象観測を行なっている那覇、石垣島の気圧のデータと

Silvinski et al. （2019） の気圧（それぞれの最寄りの格子点のデータ）を比較して両者の対

応がよいことを菅野さんに確認してもらって、論文の堅牢性を高めたうえで 7 月上旬に

SOLA に再投稿した。

　2021 年 7 月末から 8 月にかけて、扇浦で行なう気象観測の下見のため（VI 章参照）、菅

野さんと一緒に小笠原に行った。この時、母島の村民会館で大関文庫も見てきた。母島に

着いたのは週末だったため、乳房山に登ろうかとも考えたが、あまりにも暑くて命の危険

を感じた。その代わり、「アラ還」の 2 人のおじさんたちは、冷房の効いたアンナビーチ母

島ユースホステルで、投稿論文の修正作業をした。この「母島の日曜日」は一生忘れない

だろう。

　Kanno & Matsuyama （2021） の最後を見ると、Manuscript received 9 July 2021, 

accepted 11 August 2021 と書かれている。本稿で述べたことを知らない人がこの英語論文
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を見たら、「何と完成度の高い論文なのだろう！」と思うだろう。しかしながら、実は、そ

の裏には本稿に書いたような経緯があったのである。世の中に出てくる研究の成果物は氷

山の一角であり、みんな海面下で努力しているのである。

Ⅴ．Kanno & Matsuyama （2021） の刊行後に気付いたこと
　Kanno & Matsuyama （2021） が刊行された後、「小笠原諸島 母島の降水特性－父島と比

較して」（松山、2022）という論文を書くために、「小笠原研究」および「小笠原研究年報」

のバックナンバーをもう一度見直した。すると、田上（1989）で以下のように述べられて

いたのに気付いてしまった。なお、冒頭の（扇浦の）は筆者による補足である。

（扇浦の）役所は、1884 年（明治 17 年）7 月 14 日に大村に新築された庁舎に移転し、

1886 年 11 月には小笠原島庁となる。　　　　　

　Kanno & Matsuyama （2021） を執筆する際にも、「小笠原研究」および「小笠原研究年

報」のバックナンバーを全て見直したのだが、この記述は見落としていた。もし、これが

事実ならば、1884 年 7 月以降の降水量観測値（および推定値）は扇浦ではなく大村のもの

になり、図 7 も修正しなければならない。

　図 8 は、1884 年 7 月以降の降水量観測値（および推定値）を扇浦ではなく大村の値とし

て再描画したものである。父島測候所の観測開始は 1906 年 6 月なので、修正が必要なの

は、（a）AMJJ（4 ～ 7 月）が 1902 ～ 1906 年、（b）ASON（8 ～ 11 月）が 1902 ～ 1905

年、（c）DJFM（12 ～ 3 月）が 1903 ～ 1904 年である。扇浦の観測値を大村のそれに回帰

する必要がなくなったので、これらの年では、図 7 にあったエラーバーがなくなっている

（図 8）。そして、図 7 と図 8 を比較する限り、「19 世紀末は 20 世紀前半よりも降水量が少

なめであった」という Kanno & Matsuyama （2021） で得られた知見は、定性的には修正す

る必要はなさそうである。もちろん、定量的には修正が必要であるが、今回の件は、同じ

論文（田上、1989）を読んでいても、読むタイミングによって頭に入ってくる内容が異な

るという例である。こういうこともあるのだと肝に銘じて、今後の研究でも先行研究を

サーベイしていきたいと思う。
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Ⅵ．おわりに
　I 章で紹介した庄子さんが学生の頃の都立大では、生物学科と地理学科の学生は、語学

のクラスが一緒であった。庄子さんと一緒に語学を学んだ地理学科の学生に島村雄一さん

という方がいて、彼は筆者の研究室（東京都立大学理学部地理学科地理情報学研究室）で

卒論を書いた。島村さんは、筆者が助教授になって初めての大学院生で、卒論は島村ほか

（2003）として公表された。

　大学院に進んだ島村さんは、新潟県と群馬県の県境にある巻機山で積雪調査を行なうこ

とになり（島村ほか、2005）、東京都立大学ワンダーフォーゲル部の縫村崇行さん（現 東

京電機大学）たちが山岳積雪調査を手伝ってくれた。庄子さん御夫妻は縫村さんと知り合

いだそうで、都立大から遠く離れた母島で島村さんや縫村さんの話をするのも何かの縁だ

と思った。

　しかしながら、博士課程に進学し、研究者としての将来を嘱望された島村さんは、2007

年 4 月に病気で亡くなった。このことは泉・松山（2017）に書き、縫村さんも拙著の紹介

をして下さった（縫村、2018）。筆者は、母島で庄子さんや大関文庫と出会ったことは決し

図 8　図 7 と同じ . ただし、1884 年以降の降水量を大村における観測値とした場合
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て偶然ではなく、島村さんが「小笠原の研究をして下さい」と導いてくれたのだと思って

いる。そのため、「Kanno & Matsuyama （2021） は、何が何でも公表しなければならない」

と考えていた。IV 章で述べたような紆余曲折はあったが、この英語論文が日の目を見るこ

とになって本当に嬉しい。

　それはともかく、菅野さんのお力添えを得て、2022 年 2 月 14 日には父島の扇浦園地横

に気象観測装置を設置し、これから数年間、扇浦で総合気象観測を実施する予定である（図

9）。降水量だけでなくその他の気象要素も観測し、父島気象観測所の観測値と比較するこ

とによって扇浦と大村の気象の違いを把握し、古文書を利用した過去の気候復元につなげ

ていきたいと考えている。
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図 9　父島の扇浦園地横に設置した自動気象観測装置
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究（B）「気象データと古文書の分析に基づく小笠原諸島 父島・母島の気候変動の復元」

（研究代表者 : 松山 洋）を使用しました。
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